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フィンランドにおける徒弟訓練 （その２） 

－ 職業資格取得のための評価を中心に － 

 

新井 吾朗 

1  はじめに 

本報告では、フィンランドの徒弟訓練による職業資格取得の仕組みを整理する。フィンランドは、欧州

資格枠組みを受け入れ、後期中等教育と成人教育に徒弟訓練と職業資格取得を組み合わせた教育制度を整

備し、教育機関、学習者、職業資格取得者を雇用する企業に広く受け入れられている。このように広く受

け入れられる職業資格がどのような仕組みに支えられているのかを明らかにすることが、本報告の目的で

ある。 

なお本報告は、前報1)に加筆し、重複を削除して構成した。具体的には、前報の｢2.4 徒弟訓練と職業資格に

関する関係機関の役割｣に、オーガナイザの役割を加筆して明確にした。また、｢3.3 徒弟訓練による職業資格取

得過程の事例｣に複数職種の事例と能力評価の事例を加えた。これにより、フィンランドの徒弟訓練による職業

資格取得の仕組みの実行可能性と、職業資格の妥当性を高める具体的な仕組みを明らかにできた。 

本報告の内容は、2014 年 10 月および 2015 年 9 月に実施したフィンランドの徒弟訓練、職業資格に関

するインターネット調査と現地での聞取調査の報告である。聞取調査の実施時期と対象は、下表の通りで

ある。 

2014 年 10 月 

種別 訪問先 面談者 

中央行政機関 National Board of Education 

Vocational Education and Training Unit 

Councellor Ms. Hanna Autere 

Councellor of Education Mr. Markku Kokkonen 

徒弟採用企業 STARA Machinery workshop 
Workshop manager Mr. Antti Rusko 

Training officer Ms. Jasmin Bertell 

行政執行機関 Centre for International Mobility CIMO Programme Manager Ms. Sari Turunen-Zwinger 

徒弟訓練事務所 Helsinki Apprenticeship Bureau 
Apprenticeship Training Adviser 

Mr. Jan Berghem 

2015 年 9 月 

 訪問先 面談者 

行政執行機関 Centre for International Mobility CIMO Programme Manager  Ms. Sari Turunen-Zwinger 

中等教育機関 Helmi Business & Travel College Vice principal Markus Oedewald 

中等教育機関 
Porvoo International College 

(Point College) 

Development Manager Mr. Jukka Hakala 

Head of International Program Mr. Bryan Roberts  

Vice principal The Department of Business and 

administrate Mr. Matti Talvela 

Department of business Mr. Catharina Aarnio  

成人教育機関 Edupoli Adult Education Centre 

Social Services and Health Care  

Special Needs Co-ordinator, Ms. Minna 

Perokorpi-Sulin 

Account manager/Trainer, Ms. Hannele Pesola Key 

徒弟採用企業 Omakotisäätiö 

Nurse Ms. Minnna 

Workplace teacher Ms. Caisa 

Apprentice Ms. Linna 

徒弟訓練事務所 OPSO Training co-ordinator Ms. Leena sihvonen  

成人教育機関 AMIEDU 

Director of Business Department/Vice principal Mr. 

Jussi Jarrett 

Wellfare/MHS Trainer Ms. Heli Pispala-Tapio 

Business and administration Export/Trainer Mr. 

Matita Marin 
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本報告の主要な内容をあらかじめ整理すると、以下の通りである。フィンランドの徒弟訓練は職業資格

を学習の基準とした職業教育制度に組み込まれて柔軟に実施されており、現実の職業に必要な能力を形成

するのに妥当な制度となっている。 

第 1 は、生涯にわたるさまざまな学習機会を網羅した学習歴の積み上げが、職業資格を学習の基準とす

る一貫した制度に基づいて実施されている。 

第 2 は、学習者の職業能力形成に向けて職業教育機関、職場が、それぞれの特性にあった学習機会と学

習の計画・進捗管理に関する支援を提供している。 

第 3 は、職業資格が、職業教育機関、職場を通じた学習計画、学習の進捗管理、学習成果の評価の基準

となっている。 

第 4 は、職業資格は現実の職業に必要な能力を認証していて、妥当性が高い。 

 

2  フィンランドにおける職業教育の運用状況 

本節では徒弟訓練を中心に、関係する職業教育がフィンランドでどのように運用されているかを概説す

る。 

2.1  徒弟訓練と職業資格に関する関係機関の役割 

徒弟訓練と職業資格に関する関係機関の関連図を図１に示す2)。また、各機関の役割を以下に示す。 

1) 教育文化省: Ministry of Education and Culture 

職業教育、徒弟訓練、職業資格等を管轄する政府機関。政策の立案、運用状況の管理と予算確保の責

任を有する。 

 

1)教育文化省 

政策・予算 

2)国家教育委員会 

徒弟訓練・職業資格 

運営 

4)職業資格基準 

専門職業資格 

上級職業資格 

基礎職業資格 

5)資格認定委員会 

職業資格認定 

3)職業資格基準 

作成委員会 

7)職業教育機関 

準備職業教育が必要な場合に

教育の実施 

8)徒弟訓練生 

9)企業 雇用契約 

訓練予算 

の配布 

評価結果送付 

資格認定 

職業資格受験料 

徒弟訓練 

申込 

職業資格 

基準の作成 

6)徒弟訓練事務所 

(オーガナイザー) 

個別の徒弟訓練計画調整

学習する能力要素の選択 

訓練実施場所・評価者の調

整など 

 

10)職場指導員 

 

職業資格 

基準に基づく 

訓練の実施 

訓練の実施

契約・報告 

 

訓練経費 

の支払 

11)職場評価者 

訓練 

評価 

訓練経費 

の支払 

訓練の実施・ 

進捗管理 

評価の実施 

徒弟訓練実施契約 

資格基準の経路 

訓練計画予算の経路 

訓練実施・資格認定の経路 

職業資格基準に 

基づく訓練計画 

図１ 徒弟訓練と職業資格に関する関係機関の関連図 
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2) 国家教育委員会: National Board of Education 

職業教育、徒弟訓練、職業資格等の運用を管理する執行機関。職業資格基準を作成、更新する職業資

格基準作成委員会を主催して、職業資格基準を整備する。資格認定委員会の事務局となり、徒弟訓練、

職業資格認定の実務を補佐する。 

3) 職業資格基準作成委員会 

職業資格を整備する職種毎に職業教育機関の教員、職種団体、雇用者から委員を選出して組織する。

職業資格基準を作成、更新する委員会であり、基準を作成、更新する際の一時的な組織である3)。 

4) 職業資格基準: Requirement of Qualification 

職業に必要な能力要素(モジュール)のリストである。能力要素毎に評価の基準、方法を規定する。職

業資格基準が学校での職業教育と徒弟訓練の評価基準であり、カリキュラム(訓練内容)となる。能力に

基づく職業資格と学校での学習に基づく職業資格の基準は同一の基準である。 

基礎職業資格は能力要素ごとに 3 段階(Satisfactory、 Good、 Excellent)で評価し、いずれかの評価

が得られれば合格と判定される。職業資格の認定書には能力要素ごとの合格の段階が記載される。また

上級/専門職業資格は、能力要素ごとに合否で判定される。 

5) 資格認定委員会: Qualification Committee 

職業教育機関は職業資格の能力要素毎の評価結果をとりまとめて、資格認定委員会に送付する。資格

認定委員会は能力要素毎の評価結果を判断して、徒弟訓練生の職業資格取得を認定する。 

徒弟訓練生は受験費用を負担することになっており、この費用が資格認定委員会の運営費用となる。

資格認定委員会は、一定期間ごとに開催され、その時々の申請を処理する。 

6) 徒弟訓練事務所(オーガナイザー) 

徒弟訓練事務所は、徒弟訓練生、企業との間で徒弟訓練の実施契約を締結する。またこの契約とは別

に、職業教育機関との間で準備職業教育の実施契約を締結する。この契約により職業教育機関は、徒弟

訓練事務所を通じて徒弟訓練の訓練費用を国から受け取る。 

徒弟訓練事務所は職業教育機関そのものが徒弟訓練事務所の機能を有している場合(AMIEDU の例)、

職業教育機関に併設している場合(Edupoli に併設された opso の例)、職業教育機関とは別組織で独立し

ている場合がある。いずれの形式の徒弟訓練事務所であっても、特定の職業教育機関としか準備職業教

育の実施契約を締結できないということはなく、徒弟訓練に必要な職業教育機関と契約を締結できる。

他方で徒弟訓練事務所は、どの職業資格についての徒弟訓練契約を締結してよいか、職業資格の種別ご

とに資格認定委員会から認証を受けている。 

COMPETENCE-BASED QUALIFICATION GUIDE 2013 には、職業資格制度の関係者として調

整者:ORGANISERS が上げられている。 徒弟訓練事務所が調整者の役割を担っている。徒弟訓練事務

所の設置形態により、事務所として機能する場合、担当者として機能する場合、教員が併任する場合が

ある。 

契約の内容は学習と評価の計画である。具体的には職業資格基準に定められている個々のモジュール

を徒弟訓練生が所属する職場、近隣他社の職場、職業教育機関などのいずれの場所で学習するか、職場

ではだれが指導/評価するか、などを職業教育機関の教員や職場と相談、調整して計画する。さまざま

な選択肢から、徒弟訓練生の既存の学習歴や能力に併せて個別に訓練計画を立案し、契約を締結する。 

なお、職業高等学校がその生徒に対して職業資格を取得させる場合は、徒弟訓練事務所との契約は必

要なく、独自に職業教育の計画、実施、評価を行える。ただしこの場合でも、評価結果は資格認定委員

会に送付する必要があり、最終的に職業資格の合格を判断するのは資格認定委員会となる。 

7) 職業教育機関: Training provider 

職業教育機関は徒弟訓練に対しては、準備職業教育を担当する。職業教育機関には教員が所属してい

る。教員は徒弟訓練事務所とともに個々の徒弟訓練生の訓練計画を作成する。その進捗管理と能力の評

価を教員が中心となって実施する。徒弟訓練生の能力の評価は職場評価者が行うが、資格認定委員会に

報告する合否の判定は教員が行う。職業教育機関は年に数回、個々の徒弟訓練生の進捗状況を徒弟訓練

事務所に報告する。 

職業教育機関には新卒者向けの訓練を中心とする職業高等高校、職業高等学校と成人向けの訓練部門

が併設されている場合、成人向けの訓練部門だけが独立している場合とがある。 
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例えば HELMI は職業高等学校であり、少数の徒弟訓練の準備職業教育を実施しているが、ほとん

どは学生向けの職業教育を実施している。ヘルシンキ市立の  ヘルシンキ職業カレッジ(Helsinki 

Vocational College)は、職業高等学校と成人向けの訓練部門、徒弟訓練事務所が併設されている4)。他

方でAMIEDU は、成人向けの訓練を専門とした職業教育機関であり、徒弟訓練事務所の機能を有して

いる5)。職業教育機関は、教育文化省から認可を受けている。 

8) 徒弟訓練生: Apprentice 

徒弟訓練生は、企業と雇用契約を締結している。徒弟訓練生として新たに採用される場合と、すでに

就労している労働者が徒弟訓練生になる場合がある。 

9) 企業 

企業は事業の必要に応じて新たな徒弟訓練生を募集する、あるいは既に就労している労働者に徒弟訓

練を受けさせる。新規に徒弟訓練生を募集する場合、徒弟訓練終了時に雇用を継続するか否かは企業の

裁量による。 

本節で紹介する STARA 社の場合、新規採用の労働者の一定の割合は、徒弟訓練生として採用する方

    

 

    

図２ 職場指導員の職業能力評価基準 3 クレジット分の学習が標準 
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針を有している。つまり徒弟訓練は職業教育機関が行う徒弟訓練の一部を職場で実施する制度ではなく、

企業が職場で公的なカリキュラムに則って人材育成を行う制度として企業に定着している。 

 

10) 職場指導員:workplace instructor 

徒弟訓練生が職場で学習するときの指導者が職場指導員である。職場指導員の役割、必要能力、マニ

ュアルとして、次の資料が用意されている。 

・TRAINING FOR WORKPLACE INSTRUCTORS、 3 CREDITS、 2013:16 

・Competence Map for Workplace Instructors、 Published by the Finnish National Board of 

Education、 2014 

・Guide on Implementing Workplace Instructor Training、 Publisher Finnish National Board of 

Education、 2014 

図２に、TRAINING FOR WORKPLACE INSTRUCTORS、 3 CREDITS、 2013:16 の一部を抜粋

して示す。 

11) 職場評価者:assessor 

職場で学習した徒弟訓練生が職業資格基準に到達しているかを評価するのが、職場評価者である。職

場評価者は職場指導員とは別の人物が担う。これは評価の客観性を保つためである。 

職場評価者のための研修が用意されている。図３は、Edupoli における 6 時間の研修の修了証で、学

習内容が記載されている。 

 

2.2  徒弟訓練の進行の概要 

前項の徒弟訓練と職業資格に関する関係機関の関連図を用いて、徒弟訓練がどのように進行するを説明

する。 

1) 企業の新規徒弟訓練生の募集、または既存の労働者が企業の徒弟訓練に応募する仕組みに応じて、徒弟

訓練希望者は、徒弟訓練に入る希望を有していることを申し出る。 

2) 企業は徒弟訓練希望者の中から採用基準、事業の必要に応じて徒弟訓練に入る者を決める。 

3) 企業は徒弟訓練事務所に徒弟訓練を申し込む。 

4) 徒弟訓練事務所は職業教育機関の教員と協力して、徒弟訓練希望者の職歴、学習歴、既有資格、受講者

 

 

 

修了証書 

Pauliina KXXXXX 

5.7.197x  

に参加 

職場インストラクター・職場評価者研修 

2015.9.2-8.25  

研修内容： 

学生カウンセラー/指導者の役割 

 •教育の仕組み 

 •教育の管理方法 

 •既学習内容の評価 

 •指導・評価の計画 

 •学習の評価 

 ・特別な背景、ニーズを考慮した第二言語としての

フィンランド語 

 •職場管理活動 

評価者の役割 

 •職業資格制度 

 •職業能力評価基準と実演で評価する能力 

 •評価者の専門性と評価能力 

 •資格のための実演評価 

 •合格と不合格 

 •作業コミュニティの能力テストの開発 

 

図３ 職場評価者向けの研修修了証 学習内容が記載されている 



フィンランドにおける徒弟訓練 （その２） 

－ 職業資格取得のための評価を中心に － 

新井 吾朗 

6 

 

と企業の希望を反映して、すでに有している職業能力を判定し、学習すべき職業能力要素を決める。

また、それぞれの職業能力要素を学習する場所を徒弟訓練生が所属する職場、近隣他社の職場、職業

教育機関から決める。さらにそれぞれの職業能力要素を修得していることを評価する方法を決める。 

5) 徒弟訓練事務所は企業と徒弟訓練生との間で徒弟訓練の契約を締結する。また、職業教育機関との間で、

教育実施の契約を締結する。 

6) 計画に沿って徒弟訓練を進める。訓練は職業教育機関が計画に沿って進めるが、進捗を徒弟訓練事務所

に報告する。 

7) 評価計画に沿って職場や職業教育機関で職業能力要素ごと、あるいは複数の職業能力要素組み合わせて

評価を実施する。 

8) 職業資格基準に規定された職業能力要素の全てを修得すると、評価結果と評価結果を出した証拠を徒弟

訓練事務所経由で資格認定委員会に提出し、職業資格の認定を申請する。 

9) 資格認定委員会は、提出された評価結果を判定して徒弟訓練生の職業資格取得を認定する。 

10) 資格認定委員会と評価を実施した職業教育機関の名前で、資格認定書が発行される。 

 

3  職業資格取得過程の事例 

3.1  職業資格取得過程と職業教育機関の類型 

フィンランドの中等教育段階での職業資格取得過程には、図４のような類型が見られる6)。大きく、学

校教育と徒弟訓練に分けられる。徒弟訓練は、企業などの職場に在職している在職労働者を対象としてい

る。学習計画に沿って職場で仕事を経験することで学習を進める。学校教育は、学校に所属する学生を対

象としている。多くの時間を学校で学習するが、定期的に職場で学習する機会が設定されている。 

学校教育では、前期中等教育や後期中等教育の卒業生が職業経験を経ずにその職業教育機関に入学する

場合と、後期(前期)中等教育の卒業後にパートタイム労働などの職業に就きながら入学する場合とがある。 

職業経験を経ずに職業教育機関に入学するものの学歴は、前期中等教育の場合と後期中等教育の場合が

ある。前期中等教育を卒業して入学するものは、職業資格取得だけをめざす場合と、後期中等教育の卒業

資格つまり大学入学資格の取得と職業資格の両方をめざす場合がある。 

後期中等教育を卒業して入学するものは、職業に就いているか否かにかかわらず、すでに大学入学資格

を取得しているので、職業資格取得だけをめざすことになる。フィンランドの職業資格取得過程は、この

ようにさまざまな類型があるが、職業教育機関ごとに、どの類型のコースを設定するかの特徴が見られる。 

以下、聞取調査の対象とした各職業教育機関の概要を示す。Point Collage は、地域の市町村と企業が株

式を有している。また、全ての類型のコースを設定している。図５に、Point Collage の在校生数、コース

数を例示する7)。また図６に、Point Collage の株主の状況を示す8)。職業経験の無い学生数と、職業に就

きながら(パートタイム)在学する成人学生数がほぼ同数であり、全体の 2 割程度が徒弟訓練生である。

HELMI は、地域の会社とヘルシンキ市、バンター市が株主となっている。徒弟訓練以外のすべてのコー

 
職業経験 学歴 取得資格 

学校教育 

無し 

新卒 

前期中等卒 職業資格 

前期中等卒 
職業資格 

後期卒 

後期中等卒 職業資格 

有り 

パートタイム 

後期(前期) 

中等卒 
職業資格 

徒弟訓練 在職 後期中等卒 職業資格 

 

HELMI 

Point Collage 

Edupoli 

AMIEDU 

図４ フィンランドの中等教育段階の職業資格取得過程と職業教育機関の類型 
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スを設定している。学校教育機関としての性格が強い職業教育機関である。Edupoli は自治体、企業が株

主となっている職業教育機関。職業に就いている者に対するコースを設定している。AMIEDU は、首都

近郊のヘルシンキなど 4 市が共同で出資する財団である。23 歳以上の成人に対する訓練を中心に行ってい

る。徒弟訓練と企業向けの短期間の研修コースを設定している。 

 

3.2  職業教育機関で職業資格取得をめざす学習の状況 

図７に、職業経験の無い学生に対する HELMI での学校教育の 3 年間の学習状況の概要を示す9。おお

よそ 1 年間を 2 学期に分けて、職業資格基準のモジュールを各学期毎に学習する｡職場実習が 3 年間で 6

ヶ月程度予定されており、モジュール毎に職場実習を行う。職場実習の最後に職業モジュールごとに職場

学生数 

成人学生数 

事務局スタッフ数 

教員数 

収入 

教育コース数 

パートナー数 

徒弟訓練生数 

図５ Point Collage の職業教育実施状況 

図６ Point Collage の株主 

Point Collage の株主 
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で実演することによる評価を行う。職業経験が無い学生の場合、職場に出る準備ができていないので、第

1 学年時は、十分に学校での学習をしたのちに、職場実習に臨む。 

職場実習のための職場は、学生自身が探してくる。この場合の職場実習は、無給である。職場を見つけ

ることは、職業に就く最も重要な能力の 1 つであるので、自身で職場を見つける練習としている。どうし

ても学生自身で職場実習先を見つけられない場合は、学校が紹介する。3 年間の職場実習は、同じ職場の

場合も、異なる職場の場合もある。 

学習の時間は午前中から午後 3 時程度までである。後期中等教育卒業資格を取得する者は、提携してい

る普通高校に 3 時以降に通学して学習する。 

HELMI における徒弟訓練の概要を図８に示す。徒弟訓練生は企業に在職している。職場で仕事をする

ことが学習である。しかし職業資格基準のモジュール毎に職場での仕事が計画されており、必要に応じて、

例えば週や月に 1 回程度ずつ学校に通って、モジュールの学習を行う。複数のモジュールを学習できると

職場での実演による評価を行う。 

 

3.3  徒弟訓練による学習・評価計画の事例１(Edupoli 実践看護師) 

Edupoli で、実践看護師の徒弟訓練を受ける徒弟訓練生の学習計画、評価計画、評価の実例を例示する。

実践看護師は、患者に対する医療行為を補助する看護師とは異なり、高齢者や障害者、子どもなどに対し

て日常生活の支援を行う看護師であり、日本では介護士に近い職種と思われる。図 ９に、実践看護師の職

業能力評価基準を例示す。 

また、図 １０～図１１に、職業能力要素 ｢4.1.1 リハビリテーション｣の評価基準に示される能力の一

覧、評価基準、評価の方法の一部を抜粋して例示する。 

 

一般高卒・成人(職業経験無し)  

８月       ～      １２月 １月        ～        ６月 

1
年 学校(職業モジュール) 

職場 

実習 
評
価 

学校(職業モジュール) 
職場 

実習 
評
価 

2

年 

学校(職業モジュー

ル) 

職場 

実習 
評
価 

学校(職業モジュール) 職場での実習 評
価 

3

年 

学校(職業モジ

ュール) 

職場 

実習 
評
価  

 
図７ 学校教育による 3 年間の職業資格取得学習の概要 HELMI の事例 

徒弟訓練 (学校での学習の頻度、実習と評価の組み合わせ回数や長さは個別の職歴・学習歴で異なる) 

学校(複数職業モジュール) 週/月に一度程度 

職場での実習 

複数モジュールの 

評価 

学校(複数職業モジュール) 

職場での実習 

学校(複数職業モジュール) 

 職場での実習 

複数モジュールの 

評価 

学校(複数職業モジュール) 

 職場での実習 

学校(複数職業モジュール) 

 職場での実習 

複数モジュールの 

評価 

 
図８ 徒弟訓練による 3 年間の職業資格取得学習の概要 HELMI の事例 
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必須

選択
↓

実習

  

図 ９ 実践看護師の職業能力評価基準 

 

 

4.4.1 リハビリテーション 

必要な職業能力 

学習者は 

・実践看護師の責任に基づく複数の専門家チームのメンバーとして、対象者のためのリハビリテーション

計画を記述し、適用し、評価する。 

・異なる指導状況のリハビリグループに対して、計画を記述し、適用し、評価する。 

図 １０ 職業能力要素 4.4.1 リハビリテーションの内容(抜粋) (赤線部を翻訳) 
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評価の対象 評価基準 

1. 業務手順の習

得 

できている 1 良い 2 素晴らしい 3 

学習者は、 

実践看護師の責

任に基づく複数

の専門家チーム

のメンバーとし

て、対象者のため

のリハビリテー

ション計画を記

述し、適用し、評

価する。 

チームメンバーとして、実

践看護師の責任に基づき、

対象者と協力して、リハビ

リテーション計画を記述す

る。 

活動的なチームメンバーとし

て、リハビリテーションプロ

セスにおける計画の重要性を

認識して、実践看護師の責任

に基づき、対象者と協力して、

リハビリテーション計画を記

述する。 

彼/彼女のチームで活動的

な役割を果たし、リハビリ

テーションプロセスにおけ

る計画の重要性を認識し

て、実践看護師の責任に基

づき、対象者と個別的、拡

張的なリハビリテーション

計画を記述している。 

 

図１２ 職業能力要素 4.4.1 リハビリテーションの評価基準(抜粋) 

 

職業能力の実演の方法 

学習者は、学校や在宅介護、通所介護…のような介護施設で、彼らのリハビリテ

ーションの職業能力を実演する。 

学習者は次のような職業能力を実演する：対象者のリハビリ計画を記述し、適用

し、評価する；対象者を記録する； 

図１１ 職業能力要素 4.4.1 リハビリテーションの評価方法(抜粋) 
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この基準に基づいて、図１３～図１６のように訓練と評価を計画している。 

図１３は、徒弟訓練を受ける職場がどのような組織で、どのような業務を行っているのかを記載してい

る。これによって、職業能力評価基準に規定されている職業能力を訓練するのに、ふさわしい職場である

かを確かめている。図１４は、職業能力の要素ごとに職場でどのような作業をすることで学習するのかを

記載している。図１５は、評価計画である。徒弟訓練が進み、実際に評価を受けることになった際に、職

場で行っているどの作業を評価者が観察すればいいのかを計画するための情報として、学習者自身が作成

するものである。この計画では 1 週間の仕事の内容が記載されており、評価者は評価対象の職業能力が発

揮される場面を想定して、その作業が行われるときに職場を訪れて、作業の様子を観察することになる。 

 

職場、業務と顧客の説明 

仕事内容(基本タスク)： 

北パイピス・グループファミリー・デイケアセンター・小さなログキャビンは、子供を対象とし

た地方自治体のデイケアを提供している。小さなログキャビンは、例えば、両親と合意した 13 人

の子供に治療を提供している。デイケアは 7:00～17:00 に提供されていいる。子供は 1～5 歳児が

対象。 

作業内容(規則、方針、従業員との分業): 

小さなログキャビンの目的は、個々の成長をサポートして、ゆったりした刺激の成長と学習環境

を保護者と協力して作ることである。小さなログキャビンでは、2 人の子供に対して 1 人の実践

看護師が指導に取り組んでいる。 

小さなログキャビンはグループ・ファミリー・デイケアセンターに配置された自然の中で、古い

ログハウスに囲まれている。小さなログキャビンは、多くの部屋に自然と古い建物を利用してい

る。 

対象者の説明： 

小さなログキャビンの対象者は、地元の家族や子供で、年齢は 1～5 歳である。小さなログキャビ

ンには 11～12 人の子供、9 人の中程度の治療中の子供がいる。 
 

図１３ Edupoli における職場実習の計画(職場の説明) 



フィンランドにおける徒弟訓練 （その２） 

－ 職業資格取得のための評価を中心に － 

新井 吾朗 

12 

 

 

 

 

 

 

評価対象 

1 業務手順の習得 

能力評価基準(目標と評価の基準)を慎重に読み、理解す

ること。 

必要能力に基づいてリストを作成し、あなたは必要な能

力を実演する。 

指導の管理 

計画、実施、評価 

 

学習者は次のことができる 

・就学年齢や学齢期、思春期、未就学

年齢の子どもに対するケアの計画、適

用、評価 

・病気に関する特別なニーズを持つ若

者に対するケアの計画、適用、評価 

毎日の仕事： 

・ワーキンググループの一員として、チームの会議や計

画に参加し、週の活動、イベントを計画しなければなら

ない。 

・子供のフィットネスと健康を推定し、子供に熱がある

場合、両親に接触して、特定の病気(胃腸炎、インフル

エンザ、ワクチン、シラミ、眼の炎症、蟯虫とトリクル

ウイルス）)についてその特性を伝える。 

 

図１４ Edupoli における職場実習の計画(能力要素ごとの職場での学習方法) 
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Viikkosuunnitelma on suuntaa antava ja se saattaa muuttua päivän/viikon aikana. Jokaiselle päivälle on 
suunniteltu oma painotuksensa näyttöä ajatellen. 

Maanantaina: kasvatuskumppanuus, käsihygienia, aikaa keskusteluille 
Tiistaina: lasten ohjaaminen erilaisissa tilanteissa, leikkiin osallistuminen, aikaa keskusteluille 

Keskiviikkona: tilojen valmistelu, lasten nukuttaminen 
Torstaina: lasten ohjaaminen erilaisissa tilanteissa, välipalan valmistus 

Perjantaina: syömisen ohjausta/avustusta, mahdollinen kierrätysretki pienellä porukalla 
 

週間プラン 

2015 年 8 月 17 日月曜日 

活動時間 7-14 

7.00 子どもの保育や朝食の準備を受け取る 

8.00 朝食の指導 

8.30 朝食カウンターとテーブルの清掃 

9.30 遊んでいる子供たちの手を洗わせる、トイレに行かせる、外遊びしている子供を呼びよ

せ、外遊びを終わらせる 

11.15 部屋の中を暖かくし、子供たちと食事をとる 

12.00 子供のトイレや休憩をとらせる 

12.30 ダイニングエリアの清掃 

週間計画は例示で、変更の可能性がある。 

毎日の計画は、独自の心的な優先順位を根拠に計画している。 

月曜日：教育の支援、手指の衛生、議論の時間 

火曜日：子供たちをさまざまな活動に参加させる、議論の時間 

水曜日：建物の準備、子供たちはその上で眠る 

….. 
 

図１５ Edupoli における職場実習の計画(評価計画)(赤枠のみ翻訳) 
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図１６は、評価対象となる職業能力要素ごとに学習者自身が職場でどのような作業を行ってきたかを記

載している。つまり、職業能力を有していることの自己申告書である。 

評価者はこうした自己申告書と実際の職場での作業の様子を観察して、職業能力要素ごとに能力を有し

ているか否かを判定する。 

 

3.4  徒弟訓練による学習・評価計画の事例２ (AMIEDU ビジネス管理) 

図１７は、職業資格基準「ビジネスと管理」10)の職業能力要素である「４．３．４ 給与」の学習・評

価計画である。 

評価対象となる給与計算に関する各種の能力を学習するために、職場でどのような作業に携わるのかが、

「作業」欄に記載されている。また、この能力に関する学校での学習をどのような科目で学習するかが「学

科コース」欄に記載されている。1 週間程度のコースを 3 コース受講することが計画されている。評価は、

毎日の作業報告を部門管理者が記録する計画となっている。 

こうした学習計画に基づいて、毎日の仕事に取り組む。その仕事を進める中で、職場評価者によって、

能力毎にその習得状況を評価される。図１８に、職場評価者による評価結果の一部を例示する。職業能力

要素「給与計算」の評価基準ごとにどのレベルに到達しているかを評価している。 

このように職業能力要素ごとに職場評価者による評価が進むと、複数の能力要素ごとに図１９のように、

学校評価者を交えた評価会を実施する。評価会には学校評価者、職場評価者、職場上司、徒弟訓練生が参

加して実施する。学校評価者が能力毎に、徒弟訓練生、職場評価者、職場上司と、仕事への取り組み状況、

満足できる能力を習得できているかなどのディスカッションを行い、3 レベルのいずれに到達しているか

を決めてゆく。能力毎に 20 分程度のディスカッションを行い、1～2 時間で半年から 1 年程度で学習した

4～5 の能力要素を評価する。 

 

評価項目 自己評価 

業務手順の習得 私は、日常の子どもの世話やしつけを計画に沿って実施した。 

（Vasu：毎週・毎日の打ち合わせに基づいて）。 

私は、私が担当できるように週の活動、イベントを計画し、実

行した。私は作り上げる活動の後に、しばらく休息が取れるよ

うに計画した。私は子供たちを観察し、他の従業員とその結果

を議論した。 

私は栄養勧告に従って、子どもたちのために朝食を作った（お

かゆをつくり、果物をカットした）。その日の活動やイベント

について、他の従業員と積極的に相談した。私は私の計画の問

題を積極的に議論し、自分の職業能力や起業家能力を自己評価

をした。 
 

図１６ Edupoli における職場実習の実施の自己評価 
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4.3.4 給与    

評価対象 作業 学科コース 評価の方法 

学習者は 

•給与期間に支払われる給与の計算 

•具体的な状況に応じたを支賃金の計算 

•毎月の給与明細の作成 

K3レベルの評価基準 

データ管理に基づく業務 

給与期間の計算 

•給与計算書類の処理のための組織のガイ

ドラインに準拠 

•雇用、給与や課税上の更新規則、規制や

ガイドラインの適用 

・組織の指示に従って給与計算するため、

独立して自発的に労働時間の通知をおこな

う材料を準備する。 

従業員の記録のメンテナン

スや更新 

コンピュータプログラムを利

用する給与計算 

給与文書の印刷 

（給与の内訳、給与計算、

会計の内訳、定期的な税務

申告データ） 

給与の改正・修正 

給与計算書の処理と通知 

（年金保険会社、傷害保険

会社、税務当局） 

該当する労働協約、労働協

約に基づく給与、雇用業務

の内容の把握。 

給与管理 

2014.10.9-1

5 

 

給与ソフトの

利用 

2014.10.22-

29 

 

特定の状況

の給与計算 

2014.11.4-5 

関連するグ

ループで 

部門管理者による毎時

報告の記録 

Excelにログインすること

で、就業時間を記録 

Excelによるファイル転

送 

給与計算ソフト（Visma 

L7） 

労働者一人当たりの賃

金計算（労働時間、報

酬費用など） 

Visma L7プログラムを利

用して給与計算の実行 

給与確認の実行と承認 

給与文書の確認 
 

図１７ AMIEDU における職場実習の計画(能力要素ごとの学習・評価計画) 

 

評価項目  

評価基準ごとの能力レベルの決定。このフォームの基準による。 T1 H2 K3 

自分の仕事の計画 

自律した作業 

品質目標に応じて作業 

効率的かつ効果的な運用 

仕事の自己評価と自己学習 

起業家としての能力発揮 

 × 

× 

 

× 

× 

 

 

 

図１８ AMIEDU における職場実習の計画(能力要素ごとの職場評価者による評価) 
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職場上司 職場評価者

徒弟訓練生

学校教員

 

図１９ AMIEDU における職場評価の様子 

 

 
 

給与計算 

 

評価結果： H2 

 

評価日：2015.9.11 

 

 

学校評価者：  評価者名 

職場評価者：  評価者名 

管理職評価者： 評価者名 

マリは、○○社で給与計算を担当している。 

彼女は、Excelのワークシートに従業員の労働時間を記録し、Excelファイルの

給与計算プログラムにデータを転送する。 

マリは従業員一人当たり賃金や給与を確認し実行する。Visma L7プログラム。 

彼女は有料道路利用料を確認し、承認する。 

マリは、給与の内訳を作成し、オンライン銀行にデータを送信する。 

彼女には、支払いファイルを作成し、給与データ情報を転送して給与を支払う

責任がある。 

マリは、雇用者の賃金支払い応じて、年金、保険会社に通知し、定期的な税

務申告を提出しなければならない。 

彼は、組合費決済の管理を担当している。 

マリは、休日給与、病欠、業務上の問題に関連する給与計算を処理している。 

 

図２０ AMIEDU における職場評価会の記録 
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図２０が評価会の記録である。能力要素ごとに徒弟訓練生がどのような作業をしているかを記し、その

仕事ぶりを 3 人の評価者がどのように評価したかを記録している。 

3 年程度の徒弟訓練期間を通じて、こうした評価会を複数回実施する。すべての職業能力要素を評価す

ると、評価記録を資格認定委員会に送付し、職業資格が認定される。 

 

3.5  考察 

本報告では、フィンランドの徒弟訓練による職業資格取得過程をインターネット調査とフィンランドで

の関係者に対する聞取調査によって整理してきた。その結果フィンランドの徒弟訓練は柔軟な職業教育制

度に組み込まれて柔軟に実施されており、現実の職業に必要な能力を形成するのに妥当な制度であること

が見いだされた。そうした特徴を以下にまとめる。 

 

1) 職業資格を基準とした教育システム 

生涯にわたる学習歴の積み上げが、さまざまな学習機会を網羅する一貫した制度に基づいて実施されて

いる。カリキュラムに基づく学校教育、徒弟訓練での一時的な準備職業教育、職場での職業経験などのさ

まざまな学習経験を、職業資格基準に規定される職業能力要素の習得記録を積み上げるという一貫した体

系に統合する制度が構築されている。 

2) 職業能力の習得に適した学習環境 

学習者の職業能力形成に向けて職業教育機関、職場が、それぞれの特性にあった学習機会と学習の計

画・進捗管理に関する支援を提供している。徒弟訓練の場合は訓練のコーディネーターであるオーガナイ

ザが、個々の学習者と企業のニーズに応じて訓練計画を構築している。学校教育の場合は、企業が、学習

者が職場で学習する機会を提供している。このようにそれぞれの学習過程に応じて、学校、職場など、職

業能力の習得に適した学習環境が提供される仕組みを構築している。 

3) 標準化された学習・評価計画 

学校教育であれ職場教育であれ、職業資格基準が学習計画、学習の進捗管理、学習成果の評価の基準と

なっている。したがって、それぞれの教育の主体が独自にカリキュラムを組む必要は無く、職業資格を基

準としたカリキュラムを組む意識が浸透している。 

職業能力評価は、前報で紹介した STARA 社、本報で紹介したEdupoli、AMIEDU では、異なる方法で

評価している。しかし、職種ごとに資格認定委員会が標準的な評価方法を指示している。STARA 社の事

例の、指物師の場合は、評価のために設定した特定の家具を製作する課程の全体を 1 週間かけて観察する

方法。Edupoli の実践看護師の場合は、設定した 1 週間の通常業務の過程で行う評価対象の作業を観察す

る方法。AMIEDU の事務管理の場合は、通常業務を行っている間に評価対象となる一つひとつの作業を

評価する方法。こうした評価方法は、資格認定委員会により職種ごとに標準化されている。 

4) 職業資格の妥当性 

職業資格は現実の職業に求められる能力を表現していて、妥当性が高い。職業能力を有していることの

評価方法が短時間で実施するモデル的な課題による試験ではなく、現実の仕事を実演する様子の評価なの

で、実際に仕事ができることを評価できる。 

5) 労働市場との親和性が高い仕組みであること 

STARA 社の事例のように、企業は新たに採用する労働者の一定割合を徒弟訓練生としている。また

STARA 社の教育の仕組みとして徒弟訓練を利用している。本項で事例として紹介していないが、Edupoli

での聞取調査では、デイケアセンターで清掃や洗濯等の軽作業を担当していた従業員が、実践看護師のポ

ストが空いたことで、その職に就くことを希望して徒弟訓練に入る事例もみられた11)。 

職業教育を行う後期中等教育学校も、HELMI、Point Collage のように、その株主の一部は地域の数

十社の企業であり、受講者が職業資格取得、卒業後の就職に成功すること、そのために適切な職業教育を

行うことに対して企業が一定の期待と責任を有していると言える。こうした意味で職業資格を基準とした

フィンランドの職業教育は、労働市場と密接に関連した仕組みを構築している。 
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7 OY PORVOO INTERNATIONAL COLLEGE AB VUOSIKERTOMUS ÅRSBERÄTTELSE ANNUAL REVIEW 
2014–2015, p.9 

8 Point Collage HP, http://www.pointcollege.fi/oy-porvoo-international-college-ab/,2016.06.14 確認 

9 HELMI での聞き取り調査による 

10 Requirements for Vocational Qualifications Vocational Qualification in Business and Administration 2009, 

Regulation 34/011/2009, 2011.9 

11 Edupoli が教育訓練機関となって徒弟訓練を実施している、Omakotisäätiö (コテージ財団 高齢者介護施設)での看護師、

職場指導者、徒弟訓練生に対する聞取調査による 


